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ﾚｼﾞﾝ1号ﾏﾝﾎｰﾙ(ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ)
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8.
0
0

1
0.
0
0

8.
7
5

6.
72

1
1
.8

8
2
.1

3

今回施工区間

18

-2
PRPφ150

99.0PRPφ150

10.0

3.0

18

-2
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管 番 号 表

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

1:100 図面番号

17-6
-3

17-6
-4

-3-2
17-6

-3-2
17-6

横断面図 S＝1：100

※この図面はA1サイズを原寸とする

.

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

横断面図

津市上下水道事業局下水道工務課

18
-1

津市　長岡町　地内

令和３年度　下工公補第８号

DL=5.00

DL=10.00

中中外 外
IRB

IRB
ASCO

CO CO
CO

TPV3(2x2)d=0.70

7
00

6
20

25
0

80
0

7
5

GPEφ75d=0.80

10
00

20
0

GMPBGMφ200d=1.00

GH=11.32

FH=9.586

M17-6-3-1+16.0

FH=

17-6
-3

中外 外

CO
CO

CO

CO
COCO IRB IRB

AS

TPV3(2x2)d=1.23

1
23

0

11
70

30
0

80
0

20
0

GMPBGMφ200d=不明

GH=15.40

FH=12.893

M17-6-4-1

FH=12.913

17-6
-4

2040 1110

1000

0
.
8
0
～

2
.
1
5

PRPφ300

1000

2
.
1
8

PRPφ300

2
.
2
0

2190 1800

雨水VUφ250d=0.62

雨水HPφ300d=1.17

DL=8.00

COCO AS AS

11
50

15
0

WDCφ150d=不明

1
00

0

1
50

GGMφ150d=1.00

8
00

2
33
7

35
0

28
81

GH=13.93

FH=13.048

M17-6-3-1-1+30.0

FH=

17-6
-3-2

雨水HPφ800d=2.88

汚水φ350d=2.34

2330 2880

700

0
.
8
0

VPφ75

DL=6.00

AS COCO

CO

10
00

10
0

GGMφ100d=不明

1
20
0

1
50

WDCφ150d=不明

3
00

13
00

2
83

1
35

0

14
73

35
0

GH=12.15

FH=11.268

FH=

17-6
-3-2

雨水HPφ300d=1.27

汚水φ350d=2.83

汚水φ350d=1.47

1380 3820

M17-6-3-1-1+123.5
（既設NO.9-22.0）

700

0
.
8
0

VPφ75

中中外 外

AS
AS AS AS

COCOCO

CO

DL=2.00

GH=8.76

FH=5.917

M18-3-2+26.00

FH=

1500 1650

18
-1

1100

2
.
4
1
～

2
.
6
3

PRPφ350

12
00

2
00

GMPBGMφ200d=1.20

1
20

0
15

0

GGMφ150d=1.20
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平　面　図 覆工平面図

圧入掘削完了図 築造完了図

立
坑

深
2
81

0

24
1
0

15
0

ケ
ー

シ
ン

グ
全

長
3
10

0

先
頭

ケ
ー

シ
ン

グ

24
00

仮
設

ケ
ー

シ
ン

グ

20
00

内径φ1500

鋼製ケーシングφ1500

1212

外径φ1524

円形覆工板φ1500用

φ2000

φ2000

円形覆工板φ1500用

12 内径φ1500 12

外径φ1524

撤
去

長
14

40

GL-1.50m

25
3
0

粘性土

礫質土

溶接接合

2
00

最
終

ケ
ー

シ
ン

グ

70
0

M17-6-2-1　発進立坑仮設図

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号

舗装取壊図

1750

17
5
0

513

51
3

720

72
0 720

7
20

7
20

720

720 72
0

12
00

30
0

（
舗

装
）

ケーシング切断工

4
80

72
0

23
0

1
08
0

13
10

200 φ1100 200

φ1500

埋戻(RC-40)

埋戻(コンクリート)

土　工　図

▽+8.99 ▽+8.99

▽+6.180

▽+5.830▽+5.830

55
0

(17-6-2)

(SPφ400)

VUφ300

▽+6.580

φ871

φ1050

φ820

JIS G3101
SS400 t=12mm

A

A

（A-A断面）

(17-6-3)

PRPφ300

▽+7.216

PRPφ300(17-6-3)
(SPφ400)

VUφ300(17-6-2)

0

1

2

3

4

5

6

 N値
0 10 20 30 40 50

6

3

4

5

2/35

8

17

 BP-1

 T.P.+9.01m

 Dep.=6.50m

ボルト接合

12 内径φ1500 12

外径φ1524

（鋼製ケーシングφ1500）(参考)

S=1:50

※この図面はA1サイズを原寸とする　（参考図）

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

M17-6-2-1　発進立坑仮設図

1:50

津市上下水道事業局下水道工務課

基礎砕石(RC-40)

60

60

基礎コンクリート(18-8-40BB)

(18-8-40BB)

津市　長岡町　地内

5
80 舗

装
厚

50
圧

入
深

3
11
0

掘
削

深
3
11
0

令和３年度　下工公補第８号
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平　面　図 覆工平面図

圧入掘削完了図 築造完了図

M17-6-3-2-1 マンホールポンプ仮設図

立
坑

深
4
06
4

15
0

ケ
ー

シ
ン

グ
全

長
4
30

0

溶接接合

先
頭

ケ
ー

シ
ン

グ

2
40

0

仮
設

ケ
ー

シ
ン

グ

2
00

0

最
終

ケ
ー

シ
ン

グ

1
90

0

舗
装

厚
50

内径φ1800

鋼製ケーシングφ1800

1212

外径φ1824

12 内径φ1800 12

外径φ1824

撤
去

長
13

86

GL-1.50m

粘性土

ボルト接合

2
00

砂質土

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号

2000

20
0
0

586

5
86

830

83
0 830

8
30

8
30

830

830 83
0

舗装取壊図

1
25

0
25

0

（
舗

装
）

ケーシング切断工

25
6
4

220 φ1360 220

φ1800

埋戻(RC-40)

埋戻(コンクリート)

土　工　図

▽+8.516

▽+8.166

▽+12.58▽+12.58

▽+8.166

JIS G3101

SS400 t=12mm

(9-1-1)

PRPφ150

▽+11.386

φ2300

円形覆工板［φ1800用］

円形覆工板［φ1800用］

φ2300

PR
Pφ

15
0(
9-
1)

PRPφ
150(9-1-1)

VPφ75(17-6-3-2)

(9-1)

PRPφ150

▽+10.056

(17-6-3-2)

VPφ75

▽+11.698

0

1

2

3

4

5

6

7

8

 N値
0 10 20 30 40 50

4

17

20

17

15

19

13

21

50/15

 BP-2

 T.P.+12.19m

 Dep.=8.30m

32
74

12 内径φ1800 12

外径φ1824

S=1:50

（鋼製ケーシングφ1800）(参考)

基礎砕石(RC-40)

1
1411

4

※この図面はA1サイズを原寸とする　（参考図）

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

M17-6-3-2-1 マンホールポンプ仮設図

1:50

津市上下水道事業局下水道工務課

基礎コンクリート(18-8-40BB)

(18-8-40BB)

津市　長岡町　地内

11
10

圧
入

深
43

84

掘
削

深
43

84

令和３年度　下工公補第８号
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工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号

組立１号マンホール構造図(推進部) S=1:30

平　面　図

断　面　図

M17-6-2-1 組立１号マンホール

(17-6-2)

(SPφ400)

VUφ300

▽+6.580

(17-6-3)

PRPφ300

▽+7.216

PRPφ300(17-6-3)
(SPφ400)

VUφ300(17-6-2)

φ900

φ1050

φ900

φ820

φ600 110110
鋳鉄蓋及び受枠（T25）

調整金具(25mm)

調整リング(h=50)

斜壁（600/900 h=600）

インバート

60
0

50
20

11
0

人
孔

深
 M

H=
24
1
0

1
30

1
80

0

1
70

1
00

上塗モルタル t=2cm

内副管 飛散防止板

φ300用 TA:1

φ300用

内副管 飛散防止板

7575

7575

※この図面はA1サイズを原寸とする

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

組立１号マンホール構造図(推進部)

1:30

津市上下水道事業局下水道工務課

津市　長岡町　地内

(18-8-40BB)調整コンクリート
(18-8-40BB)

管取付壁（1号 h=1800）

φ1050

令和３年度　下工公補第８号
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工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号

M17-6-3-2-1 組立２号マンホール(レジン製)構造図 S=1:30
（マンホールポンプ槽）

※この図面はA1サイズを原寸とする

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

M17-6-3-2-1 組立２号マンホール
(レジン製)構造図

津市上下水道事業局下水道工務課

津市　長岡町　地内

令和３年度　下工公補第８号

図　示

φ900

12
0

24

10
0

13
0

18
00

18
00

40
64

90

GH 12.58

B - B 断 面 図

40

40

φ1360

φ1280

φ120040

70
0

75
0

40

LWL +9.356

HWL +10.056

    +8.606

+8.516

PRPφ150

9-1-1

PRPφ150

9-1

流入バッフル
L=2100

+11.386

平 面 図

ＰＰ

A

40 φ1200 40

φ1280

φ900

B

A

B

9-1-1

9-1

 ポンプ設備工事 管渠工事 

(100mm偏心) 10K

メカフランジ φ75 10K

VPφ75

PRPφ150

流入バッフル

流入バッフル

PRPφ150

GH 12.58

φ900

40
64

LWL +9.356

70
0

75
0

HWL +10.056

    +8.606

12
0

24
13

0

18
00

18
00

90

40 φ1200 40

40 φ1280 40

φ1360

A - A 断 面 図

+8.516

鉄蓋（φ900xφ600 親子蓋及び受枠）

調整モルタル

調整リング
φ900×100

10
0

頂版ブロック　　　　

φ600

管取付壁
φ1200×1800

メカフランジ φ75 10K

VPφ75

(100mm偏心) 10K

+11.698

+11.386

L型側溝

L型側溝

<G GMφ100 d=不明>

<W DCφ150 d=不明>

L型400

T.160

<
雨

水
 
H
P
φ

8
0
0
>

H
Pφ

2
00

H
Pφ

2
0
0

B=
30

0

HP
φ

2
00

R2

<雨水 HPφ300>

Bor.2

PRPφ150<9-1>

PRPφ150<9-1-1>

VPφ75<17-6-3-2>

<放流渠 HPφ350>

<汚水 HPφ350>

<汚水 HPφ250>

<
汚

水
 H

Pφ
3
50

>

<放
流

渠
 
HP

φ
3
50

>

電線管FEPφ50×3

平 面 図 S=1:250

2号レジンマンホール
M17-6-3-2-1

RC-40

既
設

舗
装

厚

掘　削 埋戻し

電線管土工定規図

S=1:20

掘　削

舗装取壊し 舗装仮復旧

購入土(砂)

FEP50×3

2
0
0

7
0
0

埋設表示シート

3
0
0

3
0

2
2
0

5
0
0

4
5
0

500

RC-40

ｽﾃﾝﾚｽ管 80A 10K
片ﾌﾗﾝｼﾞ　L=1000

φ1200×1800
直壁ブロック　

ｽﾃﾝﾚｽ管 80A 10K
片ﾌﾗﾝｼﾞ　L=1000

L=800

流入バッフル
L=2100

流入バッフル

流入バッフル
L=800

梯子(PP製)
H=3300

引込柱(制御盤)位置

(土木工事) 土工延長 L=20.0m

可撓継手 φ80 10K

可撓継手 φ80 10K

(T-25 耐食機能付・転落防止梯子付）

φ1200-φ900×130

路盤復旧
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Ｎ

西団地第二分7

02シ746

左11の1

西団地第二分7
02シ74ア

左11右1

U2
40

自
由
勾
配
300

L型
500

L型
500

L型
500

自
由
勾
配
300

L型
35
0

L型500

T.69

円
形
水
路
φ
25
0

φ
300

IR

IR

IR

IR

雨

BO
X3
00
0×

10
00

BO
X3
30
0×

10
00

16

17-6
-1

17-6
-2

(SPφ400)
VUφ300
1.6
12.00

M18-1-1

M17-6-2-1

18
-1

17-6
-3

S=1:100推進設備配置・回収図

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号1:100

推
進
設
備

×
通行制限

2.9t吊りクレーン付

4tトラック

バリケード

2.9t吊りクレーン付

4tトラック

バリケード

バリケード

（M17-6-2-1立坑）（参考）

※この図面はA1サイズを原寸とする　（参考図）

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町 地内

推進設備配置・回収図
（M17-6-2-1立坑）

津市上下水道事業局下水道工務課

令和 ３年度　下工公補第８号
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Ｎ

西団地第二分7

02シ746

左11の1

西団地第二分7
02シ74ア

左11右1

U2
40

自
由
勾
配
300

L型
500

L型
500

L型
500

自
由
勾
配
300

L型
35
0

L型500

T.69

円
形
水
路
φ
25
0

φ
300

IR

IR

IR

IR

雨

BO
X3
00
0×

10
00

BO
X3
30
0×

10
00

16

17-6
-1

17-6
-2

(SPφ400)
VUφ300
1.6
12.00

M18-1-1

M17-6-2-1

18
-1

17-6
-3

S=1:100立坑築造配置図

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号1:100

×
通行制限

バリケード

ダンプトラック

立坑築造車

バリケード

※この図面はA1サイズを原寸とする　（参考図）

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町　地内

（M17-6-2-1立坑）
立坑築造配置図

津市上下水道事業局下水道工務課

（M17-6-2-1立坑）（参考）

令和３年度　下工公補第８号
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甲切管 L=1.28m
VPφ75RR

片受直管 N=3
VPφ75RR

（17-6-3-2路線1/2）

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号

17-6

-3-2

<G GMφ150 d=1.20>

<G GMφ150 d=1.30>

<W VPφ50 d=不明>

<雨水 HPφ800>

<雨水 HPφ250>

<雨
水

 
HP

φ
8
00

>

<W DCφ150 d=不明>

<G
 G
Mφ

15
0 
d=
1.
00
>

<G
 M
PB
GM
φ
20
0>

放流渠

φ350,i=3.0‰,L=19.04m

1
号

(
現

打
t
20

0
)

<雨
水
 H
Pφ

80
0>

HPφ200

HPφ200

B
=3

00

仕

止

仕

有

AS

仕

仕

仕

止

仕

仕

Ｈ

雨

雨

下
雨

雨

下

下

下

φ350,i=9.8
‰,L=35.15m

φ350,i
=10.1

‰,L=13
.43m

φ
35
0,
i=1

0.
1‰

,L
=25

.1
8m

φ
35
0,
i=
10
.3
‰
,L
=3
5.
02
m資

料
は
φ
25
0錯

誤
?

φ
25
0,
i=
4.
1‰

,L
=2
5.
56
m

φ
25
0,
i=
5.
1‰

,L
=4
3.
50
m

φ
25

0
,i

=4
.9

‰
,
L=

22
.
41

m

<G
 P
Eφ

50
占
有
位
置
不
詳
>

<G
 P
Eφ

50
占
有
位
置
不
詳
>

<G
 P

E
φ

50
占

有
位

置
不

詳
>

<W
 D
Cφ

75
 d
=不

明
>

<W
 D
Cφ

20
0 
d=
不
明
>

<W 
DCφ

200
 d=

不明>

<W
 D
Cφ

15
0 
d=
不
明
>

<
W 

D
Cφ

7
5
 d

=
不

明
>

<W
 D

Cφ
10

0 
d=

不
明

>

VPφ75

圧送

140.00

17-6

-3-2

1
2.

1
6

<雨
水
 H
Pφ

80
0>

<雨
水

 
HP

φ
30

0
>

<雨水 HPφ800>

M17-6-3-1-1

5ﾟ5/8ベンド(H)

45ﾟベンド(H)

45ﾟベンド(H)

45ﾟベンド(H)

片受直管 N=2

甲切管 L=2.48m

甲切管 L=1.54m

甲切管 L=1.15m

VPφ75RR

甲切管 L=3.30m

22ﾟ1/2ベンド(H)

5ﾟ5/8ベンド(H)

11ﾟ1/4ベンド(H)

45ﾟベンド(H)

45ﾟベンド(H)

甲切管 L=4.02m

甲切管 L=1.98m

片受直管 N=1

甲切管 L=2.43m

Ｎ

79-6
-3-1

汚
水φ

25
0

+1
2.
643

汚
水φ

250

+1
1.
930

+1
0.5

60

+1
0.5

40

汚
水
φ
35
0

汚
水
φ
35
0

G P
Eφ

50

d=不
明

雨水
φ不

明

d=不
明

+11
.06

0

汚
水
φ
35
0

+1
1.
090

汚
水
φ
35
0雨水

φ不
明

d=不
明

W 
DCφ

75

d=
不明

M17-
6-3-

1-1

h=1
.52

2m

組立１号レジンマンホール

45ﾟベンド(H)

45ﾟベンド(H)

45ﾟベンド(H)

甲切管 L=2.48m

甲切管 L=1.54m

甲切管 L=1.15m

甲切管 L=3.30m

22ﾟ1/2ベンド(H)

5ﾟ5/8ベンド(H)

11ﾟ1/4ベンド(H) 45ﾟベンド(H)45ﾟベンド(H)

甲切管 L=1.28m

甲切管 L=4.02m

甲切管 L=1.98m

片受直管 N=3

片受直管 N=1

甲切管 L=2.43m

5ﾟ5/8ベンド(H)

汚水
M01

汚
水M02

汚水
M03

汚
水
M0
4

圧送管配管図(1)

平　面　図

S=1:200

圧送管VPφ75 L=140.00m

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

片受直管 N=3
VPφ75RRVPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

側　面　図

片受直管 N=2
VPφ75RR

PRPφ150

3.0‰

13.068

TA:N=1

流入バッフル 片受直管 N=3
VPφ75RR

VPφ75RR

片受直管 N=2
VPφ75RR

VPφ75RR

片受直管 N=2
VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR
VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

※この図面はA1サイズを原寸とする

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町 地内

圧送管配管図(1)
（17-6-3-2路線1/2）

1:200

津市上下水道事業局下水道工務課

令和３年度　下工公補第８号

片受直管 N=2

VPφ75RR

VPφ75RR

乙切管 L=2.30m

甲切管 L=2.50m

点検口 N=1

片受直管 N=2

点検口 N=1
VPφ75RR
甲切管 L=2.50m

VPφ75RR
乙切管 L=2.30m
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S=1:200

（17-6-3-2路線2/2）

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号

L型側溝

<
G 

G
Mφ

1
50

 d
=
1.

20
>

<
G 

GM
φ

1
50

 d
=1

.3
0
>

<G GMφ100 d=不明>
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W
 
V
P
φ

5
0
 
d
=
不

明
>

<W DCφ150 d=不明>

L型400

L型400

<
雨

水
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Pφ
8
00

>

<雨
水

 
HP

φ
2
50

>

<雨水 HPφ800>

放流渠

φ350,i=1.7‰,L=43.03m

放
流

渠

φ
3
50

,i
=3

.0
‰

,
L=

19
.0

4m

1号(現打t200)

1号(現打t200)

<雨
水

 H
Pφ

8
00

>

H
P
φ

20
0

HP
φ

2
00

H
Pφ

2
00

HP
φ

20
0

B=300

B
=
3
0
0

H
P
φ

2
0
0

Ｇ
下

Ｆ

雨
下

φ
3
50

,i
=9

.
8‰

,
L=

35
.1

5
m

<雨水 HPφ300>

M17-6-3-2-1

Ｎ

調整池

P

45ﾟベンド(H)

45ﾟベンド(H)

甲切管 L=2.78m

乙切管 L=3.20m

VPφ75

圧送

140.00

17-6

-3-2

17-6
-3-2

9

-1-1

9
-1

雨
水φ

200

d=
0.
32

雨
水φ

200

d=
0.
31

+1
0.5

40

汚
水φ

350 雨
水φ

300

+1
0.8

5

W 
VPφ

50

d=
不明

M17-
6-3-

2-1
マンホールポンプ

汚
水
M0
4

既設No
.9

45ﾟベンド(H)

45ﾟベンド(H)

甲切管 L=2.78m

乙切管 L=3.20m

圧送管VPφ75 L=140.00m

側　面　図

平　面　図

φ75

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR

片受直管 N=4
VPφ75RR

片受直管 N=4
VPφ75RR

VPφ75RR

φ75

VPφ75RR

VPφ75RR

VPφ75RR PRPφ150

3.0‰

11.386

PRPφ150

3.0‰

10.056

片受直管 N=4
VPφ75RR

片受直管 N=4
VPφ75RR

※この図面はA1サイズを原寸とする

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町 地内

（17-6-3-2路線2/2）

津市上下水道事業局下水道工務課

1250

1250

ポンプ設備

ポンプ設備

令和３年度　下工公補第８号

床版斜壁(1号)

点検口標準図圧送管配管図(2)

点検口標準図
S=Non

φ900

φ1050

2
0
0

1
3
0

基礎砕石(RC-40)

鋳鉄蓋及び受枠(T-25)110600110

1
1
0

1
5
0

1
5
0

調整リングφ600×100

調整リングφ600×150

土
被

り
 8

0
0

フランジ蓋(φ75)

管取付壁(1号 h=600)底版付2
2
1

1
0
0

6
0
0

図　示

メカチーズ(フランジ型)(φ75-75)

メカフランジ

メカフランジ

圧送管配管図(2)
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可とう管

80A×350L

M17-6-3-2-1マンホールポンプ機械設備図

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号

M17-6-3-2-1 マンホールポンプ
機械設備図

津市上下水道事業局下水道工務課

1:20

津市　長岡町　地内
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Ａ
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0
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φ
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2
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φ
1
3
6
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4
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4
0

4
0

4
0

40

40

40

40

φ1360

φ1280

φ1200φ1200

φ1280

φ1360

40

40

40

40

▽G.L 12.580

フロートスイッチ

投込式水位計

親子蓋

φ900×φ600

水中汚水汚物ポンプ(改良型ノンクロッグタイプ、着脱式)
3φ65×0.159m /min×7.1m×0.75kW

▽G.L 12.580

1
1
9
4

▽11.386

8
0
0

(
土

被
り

)

2
0
0

1
9
0

2
2
0

2
0
4
7

2
2
2

2
5
0

▽H.W.L

▽H.H.W.L

▽A.L.W.L

▽L.W.L

200220

5
8
4

6
0
8

9
0
0

φ75(VP)

可とう管

80A×350L

φ75(VP)

65A ボール弁

65A 逆止弁

配管支持金物

65A (SUS304)

空気抜用弁

φ150 PRP流入管

▽10.056

φ150 PRP流入管

▽11.386

ガイドホルダ取付金具(SUS304)

ガイドパイプ32A (SUS304)

φ150 PRP流入管

φ150 PRP流入管

▽11.780

Ａ－Ａ断面図 S=1:20 Ｂ－Ｂ断面図 S=1:20 平　面　図 S=1:20

※この図面はA1サイズを原寸とする

令和３年度　下工公補第８号

北部第17-2-1汚水幹線築造工事

16 /

ｽﾃﾝﾚｽ管 80A 10K 
片ﾌﾗﾝｼﾞ L=1000

ｽﾃﾝﾚｽ管 80A 10K 
片ﾌﾗﾝｼﾞ L=1000
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単線結線図

（材質：SUS304）

(参考図)引込開閉器盤

1
0
3
0

200500

E(D)

電流計AM

AM2AM1

E(D)

D種接地

電力量計

ポンプ

電動機

ヒューズ

E(D)

P

M

F

運転切替スイッチ

WHM

SAR

SC

3Eリレー3ER

VM

表示灯

配線用遮断器

ELCB

避雷器

時間計

電圧計

進相コンデンサー

漏電遮断器

電磁接触器

名　称

COS

HM

52

WL

MCCB

記 号

F
WL2

WL1

運転方式：単独交互運転

3ER23ER1

2P30AF/20AT
ELCB3

20μF
SC2

20μF
SC1

VM

3P30AF/15AT
ELCB2

3P30AF/15AT
ELCB1 SAR2SAR1

RL,SL

WHM2WHM1

RG,SG,TG

引込開閉器盤

2P30AF/20AT
MCCB2

AC 1φ2W 100V60HzAC 3φ3W 200V60Hz

Wh

3P30AF/20AT
MCCB1

P2

No.2ポンプ

0.75kW

P1

0.75kW

No.1ポンプ

ポンプ制御盤
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換
気
フ
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転
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照
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制
御
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F
V

3P30AF/20AT
MCCB0

Ｍ

A

HM1

52-1

3

h

3E

HM2

52-2

COS

3

（参考図）ポンプ制御盤
(材質:SUS304)

NP･No

GL2

GL1

停止 高水位

異常

OL6

OL5

OL4

OL3

OL2

OL1

地絡3E

表示灯

VM AM2AM1

AC100V

(No.2ポンプ)手動-切-自動

No.2ポンプ

No.2時間計

No.1時間計

No.1ポンプ

ランプテスト

故障復帰

停止

運転

(No.1ポンプ)手動-切-自動

電圧計

ポンプ制御盤

記入文字
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11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

RL2WL2

RL1

運転

WL1

No.1

電源

AC200V

電源

HM2HM1

109

8

7

11

5

12

8

7

6

423

水位計

異　常

No.2

No.1

No.2

No.1

No.2

No.1

No.2

運転 停止 3E 地絡

Ｍ

3E

A

h

Wh

E(D) E(D)

表示灯

(S=1/10)操作パネル図

ネームプレート表

2P50AF/5AT
MCCB1

1
3
0
0

600 350

NP1

H-85S平型ハンドル

操作パネル
換気扇

通報装置

発電機用ケーブル取入口

キー付(No.200)

2

2

2

2

2

2

2

2

No.

1 動力引込点

自 至

引込開閉器盤

電      線

制御盤

制御盤

制御盤

接地棒

マンホール

マンホール

水位計付属線 VCTFK0.75mm

25

3

4

引込開閉器盤 制御盤

7

No.1ポンプ付属線 VCT1.25mm ×4心

No.2ポンプ付属線 VCT1.25mm ×4心

引込開閉器盤動力引込点

引込開閉器盤 制御盤

水位計付属ケーブルφ8.1

接地線 EM-IE5.5mm

2 金属製可とう電線管φ30

PE22

金属製可とう電線管φ30

HIVE16

PE28

PE42,FEP50

PE42,FEP50

PE42,FEP50

電  線  管

接地線 EM-IE5.5mm

動力線 EM-CE5.5mm ×3心

動力線 EM-CE5.5mm ×3心

動力線 EM-CE5.5mm ×2心

動力線 EM-CE5.5mm ×2心

動力線 EM-CE5.5mm ×2心 PE229 制御盤回転灯 2

1
8
0
0

全
長

の
1
/
6
以

上
5
0
0
0
以

上

三相3線 200V 60Hz（電力会社より）

単相2線 100V 60Hz（電力会社より）

3

1

5

72

6

4

▽GL

回転灯

接地極標示板

バンドにて取付

9

動力引込図及び動力配線図

10ｍ

ポンプ制御盤

P P

フロートスイッチ

投込式水位計

水中ポンプ0.75kW

接地棒×2本

φ14×1500

自在バンド×8本

引込開閉器盤

プルボックス

200×200×150

異種管継手
埋設標識シート

配  線  表

引込柱（コンクリート柱）

CP8-19-430

2接地棒6 接地線 EM-IE5.5mm HIVE16制御盤

8

発電機電源コネクタ

AC 3φ3W 200V60Hz

R,S,T

M17-6-3-2-1マンホールポンプ電気設備図

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

NON 図面番号

電気設備図

コ
ン
セ
ン
ト

通
報
装
置

水
位
計

AC200/100V
1φ　Tr

50VA

津市上下水道事業局下水道工務課

M17-6-3-2-1 マンホールポンプ

津市　長岡町　地内

※この図面はA1サイズを原寸とする

北部第17-2-1汚水幹線築造工事

令和３年度　下工公補第８号
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本 管 布 設 詳 細 図 Ｓ＝１／２０

路 線 延 長

管 体 延 長

調整管（PRP）

リブ用ゴム可とうマンホール継手

片受リブ直管（PRP） 有効長（４Ｍ）

リブ用ゴム可とうマンホール継手
リブ用ゴム可とうマンホール継手

調整管（PRP）

片受リブ直管（PRP） 有効長（４Ｍ）

ゴム輪

注）調整管が1.0ｍ未満の場合は、1.0ｍで切断をし片受直管で長さを調整する。

リブ用ゴム可とうマンホール継手

片受リブ直管（PRP） 有効長（４Ｍ）

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

図 面 番 号

※この図面はA1サイズを原寸とする。

参　考　

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町　地内

本 管 布 設 詳 細 図

1/20

津市上下水道事業局下水道工務課

令和３年度　下工公補第８号
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掘 削 埋 戻

Ｓ＝１／２０土　工　定　規　図

舗装取壊し

舗装復旧

掘　削 埋戻し

埋
 戻

 工
　
ｈ

既
設

舗
装
厚

舗
装

復
旧

工

1
00

掘
 
削

 
深
 
Ｈ

ｈ
2

土留工有　ｗ1

土留工無　ｗ2

PRP φ150～φ350

ｈ
3

ｈ
1

（リブ本管）

埋設表示シート

W=150　２倍

参　考

砕石基礎

路盤復旧

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

図 面 番 号

※この図面はA1サイズを原寸とする。

土 工 定 規 図 （ リ ブ 本 管 ）
取 付 管 土 工 定 規 図 ， 舗 装 復 旧 工

30
0

寸  法 表

管　径
寸　法

φ１５０

φ２００

Ｗ１ Ｗ２ ｈ１ ｈ２ ｈ３
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φ３００

φ３５０

土留工有り 土留工無し 普通地盤

900

900
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1000
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800

800

900

900

1000

356

406

506
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100

100

150

150

150

156

206

256

307

357

土留工無　ｗ2

土留工有　ｗ1+100ｍｍ

舗装復旧幅

掘削幅

掘 削 埋 戻

砂基礎

既
設

舗
装

厚

掘
削
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30
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VPφ75

舗
装
復

旧
工

埋
戻

し
工
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10
0

89
10
0

2
89

700

埋設表示シート

W=150　2倍

掘　削 埋戻し

参　考（圧送管）

舗装撤去幅700

舗装取壊し

路盤復旧

舗装復旧

Ｓ＝１／２０取 付 管 土 工 定 規 図

埋　戻

舗装取壊し

舗装復旧

掘　削 埋戻し

掘
 削

 深
 Ｈ

埋
戻

工
ｈ

舗
装

復
旧

工

既
設

舗
装
厚

掘　削

10
0

(VUφ100)

31
4

700

砂基礎

10
0

11
4

埋設表示シート

参　考

路盤復旧

30
0

W=150　２倍

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図　示

令和３年度　下工公補第８号
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工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

図面番号

2
0
0

3
0

2
2
0

AS市道

取壊･仮復旧

現況 仮復旧

※この図面はA1サイズを原寸とする

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町　地内

舗装復旧図

1:20

津市上下水道事業局下水道工務課

S=1：20舗装復旧図

表層　再生密粒度アスコン　 表層(1)　(再生密粒度AS TOP13 2.35t/m3)　

5
0

取壊･本復旧

仮復旧 本復旧

プライムコート　(PK-3)　　　　　　　

プライムコート　(PK-3)　　　　　　　

3
0

表層　再生密粒度アスコン 表層(4)　(再生密粒度AS TOP13 2.35t/m3)　

5
0

路盤　RC-40　　　　　　　

1
0
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1
0
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3
0

2
2
0

表層　コンクリート舗装t=10cm　

路盤　RC-40t=10cm　　　　　　

表層　再生密粒度アスコンt=3cm　

路盤　RC-40t=22cm　　　　　　　

CO市道

取壊･仮復旧

現況 仮復旧

3
0
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0 5
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表層　再生密粒度アスコンt=3cm　

路盤　RC-40t=2cm　　　　　　　

表層　再生密粒度アスコンt=5cm　

取壊･本復旧

仮復旧 本復旧

歩　道

取壊･仮復旧

現況 仮復旧

1
8
0

歩道（インターロッキング）

取壊･仮復旧

現況 仮復旧

インターロッキングt=6cm　

取壊･本復旧

仮復旧 本復旧

砂t=3cm　　　　　　　　　

プライムコート　(PK-3)　　　　　　　
10
0
3
0

1
0
0
3
0

表層　再生密粒度アスコン

路盤　RC-40

表層(2)　(再生密粒度AS TOP13 2.20t/m3)　

3
0

3
0

取壊･本復旧

仮復旧 本復旧

表層　再生密粒度アスコン

プライムコート　(PK-3)　　　　　　　

下層路盤(1)　(再生砕石RC-40)　　　　　　　

インターロッキング

砂

路盤　RC-40

3
0

表層　再生密粒度アスコン

表層(2)　(再生密粒度AS TOP13 2.20t/m3)　

3
0

1
2
0
3
0
6
0

3
0

6
0

令和３年度　下工公補第８号

不陸整正(2)　(補足材1㎝)　　　　　　　

不陸整正(1)　(補足材無し)　　　　　　　

表層(2)　(再生密粒度AS TOP13 2.20t/m3)　

埋戻し　(RC-40)　　　　　　　
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埋戻し　(RC-40)　　　　　　　

埋戻し　(RC-40)　　　　　　　

不陸整正(1)　(補足材無し)　　　　　　　

下層路盤(3)　(再生砕石RC-40)　　　　　　　

下層路盤(4)　(再生砕石RC-40)　　　　　　　

5
0 5
0

AS市道（安東贄崎線）

取壊･仮復旧

現況 仮復旧

2
0
0

表層　再生密粒度アスコン

基層　再生粗粒度アスコン

路盤　RC-40

50 5
0

2
0
0

タックコート　(PK-4)　　　　　　　

プライムコート　(PK-3)　　　　　　　

埋戻し　(RC-40)　　　　　　　

本復旧

5
0

本復旧

切削オーバーレイ　(再生密粒度AS TOP13 2.35t/m3)　

タックコート　(PK-4)　　　　　　　

基層　(再生粗粒度AS TOP20 2.35t/m3)　

表層(3)　(再生粗粒度AS TOP20 2.35t/m3)　

下層路盤(2)　(再生砕石RC-40)　



断　面　図

アルミ腹起し材

切梁用サポート

軽量鋼矢板

アルミ腹起し材

4000 4000

平　面　図

2500

軽量鋼矢板

2500

切梁用サポート

軽量鋼矢板 標準図

土 留 工 標 準 図

（軽量金属支保材使用の場合）

掘
 
 削
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切梁長さ Ｌ

有効幅 333

製品幅 355
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掘削幅

掘
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掘削深
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矢板長
（段）
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3.5
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2
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※　マンホール部掘削時においては、掘削深に応じた軽量鋼矢板を使用すること。

支保工段数

1.5＜Ｈ≦1.8

1.8＜Ｈ≦2.0

2.0＜Ｈ≦2.3

2.3＜Ｈ≦2.8

2.8＜Ｈ≦3.3

3.3＜Ｈ≦3.5

3.5＜Ｈ≦3.8

支保工段数表

（参考）

S=1/20

S=1/20

S=1/5

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

図 面 番 号

※この図面はA1サイズを原寸とする。

参　考　

土留工標準図
（軽量金属支保材使用の場合）

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図　示

令和３年度　下工公補第８号
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蓋及び受枠
種　　類

調整リング

斜　　壁

直　　壁

管取付壁

Ｈ（mm）

300

600

600

900

900

1200

1200

1500

1500

1800

1800

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

寸 法 表

モルタル

調整リング

斜　　壁

直　　壁

蓋ボルト

インバート

組 立 １ 号 マ ン ホ ー ル 構 造 図

調整リング

斜　　壁

直　　壁

平　面　図

ＡＡ 断面 ＢＢ 断面

躯体ブロック

基 礎 材

100 15050

300 450 600

モルタル上塗工（20mm）

110 600 110
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110600110
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1
5
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6
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75 900 75
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1
5
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3
0
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90075 75

1
0
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1
0
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3
0
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3
0
0

3
0
0

100

900 7575

2
0
0
1
3
0
1
7
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3
0
0

820

110 600 110

300

900 7575

1
1
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

90075 75

1
0
0

Ｈ

1050

受枠（フレーム）

ナット

ナット緩み止め

調整駒（上部）

調整駒（下部）

ボルト保護材

無収縮モルタル

調整駒保護材

緊結部詳細図

1050

基 礎 材

1050

管取付壁(底版付)

(底版付)11
0

※鉄蓋の仕様については、津市認定マンホール蓋（市章入り）とする。

S=1/20
S=1/2

S=1/20 S=1/20

S=1/20 S=1/20

S=1/20

S=1/20

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

図 面 番 号

※この図面はA1サイズを原寸とする。

参　考　

※　マンホール深2m以上の場合に、転落防止梯子を設置すること。

転落防止梯子

18-8-40(BB)

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

組立１号マンホール構造図

図　示

令和３年度　下工公補第８号
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工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

図 面 番 号

緊結部詳細図 調整リング

直　　壁

平　面　図 管取付壁

基 礎 材基 礎 材

底　　 版

　流下方向に対し左側へ配置するものとする。

※取付管の流入がある場合は、ステップの位置を

※　マンホール深2m以上の場合に、転落防止梯子を設置すること。

斜　　壁

ＡＡ 断面 ＢＢ 断面

Ｈ（mm）

600

900

900

1200

寸 法 表

10050

300 450

※鉄蓋の仕様については、津市認定マンホール蓋（市章入り）とする。
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1
1
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ル
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組 立 ２ 号 マ ン ホ ー ル 構 造 図

1200

2
2
0

3
7
0

820 820

1400

820

1400

1200

S=1/25
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820

600

種　　類

調整リング

管取付壁

  斜　　壁
(600×1200)
直　　壁
 (1200)

管取付壁

底　　版
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3
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0
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110 110
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1200
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1
5
0

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

令和３年度　下工公補第８号

津市長岡町地内

組立２号マンホール構造図

※この図面は A1サイズを原寸とする。

図　示 23/26　

津市上下水道事業局下水道工務課

参　考

1
1
0

110



種　　類

調整リング

直　　壁

管取付壁

Ｈ（mm）

300 600 900 1200 1500

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

寸 法 表

組立１号レジンマンホール構造図

調整リング

頂　　版

直壁(管取付壁)

平　面　図

ＡＡ 断面 ＢＢ 断面

底　　版

100 15050

φ
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0
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受枠（フレーム）

ナット

ナット緩み止め

調整駒（上部）

調整駒（下部）

ボルト保護材

無収縮モルタル

調整駒保護材

緊結部詳細図

1
1
0

※鉄蓋の仕様については、津市認定マンホール蓋（市章入り）とする。

S=1/20
S=1/2

S=1/20

S=1/20

S=1/20 S=1/20

S=1/20

S=1/20

※　マンホール深2m以上の場合に、転落防止梯子を設置すること。

工 事 名

縮　　尺

施工箇所名

図 面 名

事務所名

1:20 図面番号

※、この図面はA1サイズを原寸とする

組立1号レジンマンホール構造図

基礎砕石

底 版 （h=90）

管取付壁

直 壁
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調整金具

9
0

40

40

40

80

40900

1060

980 40

2
0
0

1
8
0

40

80

マ
ン
ホ
ー
ル
深

110 600 110

820

モルタル
GH

FRP製ハシゴ

?1060

40 40

80 80

820

600110 110

インバート

モルタル上塗工（20mm）

18-8-40(BB)

1
1
0

ふたボルト

110 600 110

820

Ｈ

1
2
0

230 600 230

1060

90080 80

1060

Ｈ

4040

90

1060

300 600 900 1200 1500

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

令和３年度　下工公補第８号

φ900 φ900

ふた及び受わく
(T-25 耐食機能付)
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副　管　工　詳　細　図

（内副管　飛散防止板）

品　番

TA/B-100

TA/B-150/200

A B C D E

単位mm

150

265

210

375

43

77

550

550

200

200

据付例

１

2

オールアンカーM8x50

SUS304

2

2

D

5
0（

重
ﾈ
代

）

B

A

飛散防止板 TB

4-φ10穴

C

φ

マンホール内壁

飛散防止板 TA

（点検孔付）

D

E
C

B

A

6-φ10穴

φ

マンホール内壁

スライド式点検孔

H-PVC

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

副管工詳細図（内副管 飛散防止板）

図 面 番 号

※この図面はA1サイズを原寸とする。

参　考　

307 460 134 500 250

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

－

TA/B-300

令和３年度　下工公補第８号
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S=1/20

取　付　管　布　設　標　準　図

S=1/5汚水桝　構造図

官民境界

Ａタイプ

ゴム輪受口片受短管（L=800)

片受自在短管（L=800)

機械掘削延長（Ｌ１）

官民境界

Ｂタイプ

ゴム輪受口片受短管（L=800)

ゴム輪受口片受短管（L=800)

片受自在短管（L=800)

機械掘削延長（Ｌ１）

平
均

土
被

り
（

Ｈ
１

）

掘
削

深
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Ｈ
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）

100

100

人力掘削（Ｌ２）

取付管布設延長（Ｌ３）

人力掘削（Ｌ２）

取付管布設延長（Ｌ３）

取
付

管
延

長
（

Ｌ
４

）

おすい

平　面　図

407

97 135 125

12
5

12
5

17
6

17
6

35
1

断　面　図

φ216

20

（参考）

VUφ100

VUφ100

VUφ100

VUφ100

VUφ100

VUφ100　60゜自在曲管

10‰以上

(TR-PRP)

(TR-PRP)

リブ90゜枝付き管

リブ90゜枝付き管

（リブ本管）

8
00

以
上

8
00

以
上

80
0以

上

300

Ｗ＝１５０　２倍

埋設表示シート

300

埋設表示シート

Ｗ＝１５０　２倍

10‰以上

市章入り

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

取付管布設標準図（リブ本管）

図 面 番 号

※この図面はA1サイズを原寸とする。

参　考　

ゴム輪受口片受直管

ゴム輪受口片受直管

ゴム輪受口片受直管

北部第１７－２－１汚水幹線築造工事

津市　長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図　示

令和３年度　下工公補第８号
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